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海域や湖における水柱，堆積物・水境界，さらには堆積物上部の過去の状態を明らかにすることは，過去の環

境復元の上で重要な課題である．オホーツク海で採取されたコア試料には直径数十 um の不透明鉱物が認められる．

これは，黄鉄鉱の微結晶が濃集した球状の形態を示すフランボイダルパイライトとみられる．フランボイダルパイ

ライトの特徴．特に産出状況やそれぞれの房の形態に基づいて，過去の海底の酸化還元環境の復元が試みられてい

る（たとえば Wilkin et al1996）．本発表では，このフランボイダルパイライトに注目して，光学顕微鏡，電子顕

微鏡を用いた形態観察による検討結果を報告する．用いたコア試料は産業技術総合研究所によって採取された

GH00,および GH01 コアのうちの 3本のコアである． 

試料をフッ化水素酸および重液（テトラブロムエタン）を用いて純化(Masuzawa et al.,1992)し，SEM およびデ

ジタル実体鏡を用いて形態の観察を行った．GH00-1006 コア：粒径 8～17um, コア中部のラミナの層準では特に小

さいフランボイダルパイライトが多い．GH01-1011 コア：粒径 8～18um，コア下部のフランボイダルパイライトは

表面が微細粒子でコーティングされた状態を示す．GH01-1014 コア：粒径 9～14um, コア中～下部ではフランボイ

ダルパイライトが頑強できれいな球状であるのに対して，コア上部のでは割れやすく，いびつな球状を示す．これ

らの試料の全体の粒径分布は，Wilkin et al(1996)の分類で示された酸化的な堆積環境を示す範囲に含まれる．た

だし，1006 コアのラミナの分布範囲のうち，深度 209cm の試料は，特に細粒で淘汰が良く，他と比べると還元的

な環境で形成されたことを示す．また，フランボイダルパイライトの粒径ー淘汰度の関係は，Wilkin et al(1996)

で示された傾向よりも全体の淘汰が良く粒径が粗い傾向（勾配が急なトレンド）を示す．この原因としては，本研

究が SEM によってフランボイダルパイライトの実体の粒径を計測しているのに対して，Wilkin et al(1996)では薄

片の状態での切断されたフランボイダルパイライトを計測している，という計測条件の違いを反映していると思わ

れる．すなわち，本研究方法の方がより実際の粒度分布を示している可能性が考えられる． 


